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大代戎野南3号線2号橋

数量計算書

構造物補修工

　断面修復工

〈第1-1径間〉

部材 No. 種別
幅　W
【mm】

延長　L
【mm】

深さ　t
【mm】

面積　A
【m2】

体積 V
【m3】

防錆
処理

備考

頂版0101 ア うき 600 900 50 0.5400 0.0270 有

頂版0101 イ 鉄筋露出 300 2100 50 0.6300 0.0315 有

頂版0101 ウ 剥離 400 700 50 0.2800 0.0140 有

頂版0101 エ 鉄筋露出 300 600 50 0.1800 0.0090 有

頂版0101 オ うき 250 250 50 0.0625 0.0031 有

合計 0.0846

0.0846

0.0000

〈第2-1径間〉

部材 No. 種別
幅　W
【mm】

延長　L
【mm】

深さ　t
【mm】

面積　A
【m2】

体積 V
【m3】

防錆
処理

備考

頂版0101 カ 鉄筋露出 400 2500 50 1.0000 0.0500 有

頂版0101 キ 鉄筋露出 150 150 50 0.0225 0.0011 有

頂版0101 ク 鉄筋露出 200 100 50 0.0200 0.0010 有
頂版0101 ケ 鉄筋露出 1300 200 50 0.2600 0.0130 有
頂版0101 コ 鉄筋露出 350 2500 50 0.8750 0.0438 有

合計 0.1089

0.1089

0.0000

0.1935 合計

防錆処理　無

防錆処理　有

防錆処理　有

防錆処理　無

防錆処理　有



大代戎野南3号線2号橋

仮設工

大型土のう

大型土のう

A = = 6.0

= 6.0

土のう工

小型土のう 1列=5段積

A = x = 20.0

= 20.0

遮水シート

A = x ( + + + + )

= 16.528

= 16.528

締切排水工

工事用水中ポンプ

= 10.0

= 10.0

小計 袋

m2小計

0.243

4.0

根拠図

6.0 袋

小計 袋

5.0 袋

1.900 2.456 4.000 1.000 1.000

10.00

小計 供用日

供用日

(拡幅部)

(既設部)

側面図

支間長 3250

桁長 3500

桁長 3500

125 125

2
0
0

2
0
0

1
1
8
0

1
1
8
0 1
4
8
0

A1 A2

断面図

2
7
0

2
0
0

201

201

(拡幅部) (既設部)1097 2800

4098

4299

1
0
0

P1

7
0

コンクリート舗装
t=30mm(想定)

250 250 250

支間長 3250

桁長 3500

桁長 3500

125 125

95
°
00
′
00
″

85°
00′
00″

90°
00′
00″

90°
00′
00″

250 250 250

250 250

4
0
9
8

2
0
1

4
2
9
9

水道管
φ250

2
8
0
0

1
3
6
7

2
8
0
0

1
6
3
0

2
8
0
0

9
4
4

2
8
0
0

1
2
5
0

4
0
2

4
1
4
5

40
2

4
4
5
2

水道管
φ250

平面図

普通土のう
※端部擦付け

大型土のう
N=4袋

大型土のう
N=2袋

A1 A2P1

普通土のう
※端部擦付け

大型土のう
1.0x1.0x1.0

排水

遮水シート

水替ポンプ

2456

4000

1
0
00

1
0
0
0

243



構造物撤去工

殻運搬

殻運搬

= 0.19

= 0.19 m3小計

m30.194
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大 谷 川 第 1 橋 



大谷川第1橋

§1.　数量表

材質・規格 単位 数量 備考

断面修復工 断面修復工 m2 0.125

m3 0.006 t=50mmと想定
ポリマーセメントモルタル kg 12.74

Co殻処理 t 0.014

種別



1.2 断面修復工 大谷川第1橋

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考

断面修復工 A1橋台 ア 0.125 m2 0.125

合計 m2 0.125

t=50mm 0.125x0.050 m3 0.006

補修材 ポリマーセメントモルタル 0.006x1800x1.18 kg 12.74

Co殻処理 0.006x2.40 t 0.014

根拠図

断面修復工詳細図
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■施工上の留意点
※1.はつり範囲にカッターを入れ電動ピックにより、

ひび割れ或いは剥離箇所の脆弱部をはつり除去
する。鉄筋の錆は、ベビーサンダー等により除
去する。

※2. かぶり厚さが確保出来ない箇所については、
20 mm程度膨らして断面修復を行うこと。

打継用エポキシ樹脂接着剤塗布

鉄筋防錆材塗布（既設鉄筋ケレン後）

断面修復材充填（ポリマ-セメントモルタル）
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平面図

起点側 右側面左側面

ア

A1橋台

起点側

断面修復工(A1橋台)

番号 算 式

0.25x0.50

数量単位

0.125m2ア

m2合計 0.125

床版下面


